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世界に１枚「わたしの卒業証書」づくり 

令和７年１２月１８日 
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和紙紙漉き体験の様子 

今回の紙漉き体験は、南木曽町にある「田立和紙の家」で行われました。職人さんから和紙の原料とな
る楮や和紙ができるまでの工程、紙漉きのやり方や使う道具などについて、話をしていただきました。そ
して、紙漉き体験では、職人さんから道具の動かし方や力加減など、丁寧に教えていただきました。 
 

 
 
 
 
 
 
 

 ６年生は、職人さんの話を真剣に聴き、紙漉きでは職人さん
の動きを真剣に見つめていました。また、職人さんの紙漉きの
様子見ながら「 おーすげー」 上手い」などと声をあげ、目を輝
かせていました。今回の紙漉きや楮の皮むき体験では、五感や
体験を通して学ぶとともに、職人さんと触れ合いながら南木曽
町の伝統文化や技術を知り、職人さんの磨き抜かれた技を感じ
る貴重な機会となりました。 
卒業証書を受け取る時、６年間頑張った自分を称えながら、

きっと今日の体験が思い出され、世界に１枚しかないその子に
とって特別な卒業証書として、より一層大きな感動となること
と思います。さらに、ふるさと愛が芽生え、深まっていくこと
にもつながっていくのではないかと思います。 
 

１１月２７日（木）に、南木曽小学校６年生の卒業証書づくりを参観させていただきました。これは、南
木曽町田立地区に昔から伝わる和紙漉きの文化や技術を体験するとともに、自分の卒業証書を田立和紙の紙
漉きで制作する活動でした。その様子を紹介します。 

【紙漉き体験の様子】 

【楮の皮むき体験の様子】 

 
田立（南木曽町田立）は、古くから和紙の里として知ら

れている。田立和紙の最盛期は、大正 10 年頃。農家の冬
期の副業として行われていた和紙の生産は、田立村の重
要な産業であり、村の経済を支える柱であった。しかし、
厳しい労働、零細な事業形態、低い生産性に加え、洋紙の
進出や新しい生活様式の簡便さにより、次第に衰退し、昭
和 58 年には田立からも紙漉きの光景が消えた。 
この「田立和紙の家」は、伝統ある田立和紙の技術を保

存し、多くの人に知ってもらおうと、町が山村振興事業で
昭和 60 年に復元した。 
 

【 田立和紙について 】 

【和紙の質感を感じている様子】 

 
技術の伝承は難しいし、職人になってほしい

とも言えない。でも、記憶に残る体験になれば嬉
しい。また、伝える人が育てば嬉しい。 
 
 
 

職人さんの思い 

 
◆和紙づくりは楽しかったです。何回もやればできた
ので、達成感がありました。 

◆紙漉きで、縦に揺らしたり横に揺らしたりする時、
水が重かったけど、何とかできて良かったです。 

◆紙漉きでは、職人さんの見本を見た時は簡単に思え
たけど、やってみるととても難しかったです。 

◆紙漉きは思ったよりも難しく、とても苦戦しました
が、職人の方々に教えていただいて何とかできまし
た。やはりプロはすごいなと思いました。 

◆失敗しても優しく接してくれて嬉しかったです。 
◆最初は全然上手くできなかったけど、優しく教えて
いただいたおかげで、きれいに作れたし、楽しかっ
たです。田立和紙の歴史の長さに驚きました。 

◆木の皮を剥く時に、きれいに剥けると気持ち良かっ
たです。木の皮から枝豆の匂いがしたのがびっくり
しました。 

◆皮を剥くとサツマイモの匂いがしました。 
◆和紙の強さや水に弱いことを知れて良かったです。 
◆和紙についてもっと知りたいと思いました。 
◆田立の伝統的な和紙を作れることは滅多にないの
で、とても貴重な体験ができて良かったです。 

◆紙漉きは、いくつもの工程を重ね、とっても手間ひ
まかけて作る物だと知ることができました。 

◆自分の卒業証書を作っているうちに、もうすぐ卒業
なんだなぁと思いました。 

◆卒業証書はとても大事なものなので、上手に作りた
いと思いました。卒業証書大事にします。 

◆将来の夢はこれにしたいです。 
 
 
 
 
 

６年生の感想 


